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第
56
回　

理
事
会
報
告
11
月
20
日

全
国
協
議
会
事
務
局

15周年記念事業協賛金･協賛品･一般寄付
 （10月21日～11月20日）
株式会社北越ケーズ 50,000円 
エービーエス新潟株式会社 50,000円
佐藤食品工業株式会社 50,000円
一正蒲鉾株式会社 20,000円
新潟県医師会 30,000円
新潟県接骨師会 10,000円
片山商事株式会社 10,000円
山水商事株式会社 10,000円
小師美沙子 10,000円

 （敬称略）

〈
10
月
会
計
報
告
〉

〈
協
議
事
項
〉

●
名
義
後
援
、
承
認
案
件

●
会
員
制
度
見
直
し
に
つ
い
て

●
財
団
新
聞
報
道
に
関
す
る
対
応
に
つ

い
て

●
財
団
国
際
会
計
に
関
す
る
対
応
に
つ

い
て

●
第
３
回
合
同
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
に
つ
い
て

●
情
報
誌
第
９
号
の
発
行
に
つ
い
て

●
ド
ナ
ー
登
録
推
進
に
向
け
て

●
登
録
会
に
お
け
る
役
割
分
担
に
つ
い

て

●
保
険
適
用
運
動
の
進
め
方

●
2
0
0
6
全
国
大
会
に
つ
い
て

●
グ
ッ
ズ
作
成
に
つ
い
て

●
30
万
人
達
成
に
む
け
て

●
専
従
事
務
局
員
下
期
賞
与
支
給
に
つ

い
て

●
W
E
B
サ
イ
ト
更
新
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

●
財
団
関
連
報
告

●
15
周
年
記
念
事
業
進
捗
状
況

●
年
賀
ハ
ガ
キ
事
業
の
進
め
方

●
東
京
21
世
紀
LC
普
及
啓
発
活
動

●
N
M
D
P
年
次
総
会
参
加
報
告

●
ド
ナ
ー
取
材
に
つ
い
て

●
和
歌
山

　

推
進
月
間
も
半
ば
を
過
ぎ
た
10
月
22

日
、
和
歌
山
県
内
で
骨
髄
バ
ン
ク
推
進

活
動
に
関
わ
る
「
和
歌
山
骨
髄
献
血
の

和
を
広
げ
る
会
」、
行
政
の
窓
口
の
「
和

歌
山
県
薬
務
課
」
と
「
ひ
こ
ば
え
」
の

三
者
が
協
力
し
て
、
講
演
会
が
行
わ
れ
、

そ
の
会
場
で
輝
き
展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
赤
十
字
社
和
歌
山
医
療
セ
ン

タ
ー
第
二
内
科
部
長
、
杉
山
建
夫
先

生
を
お
迎
え
し
て
、
和
歌
山
に
お
け
る

「
骨
髄
移
植
の
現
状
」
と
題
し
て
、
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
は
最

後
に
「
和
歌
山
県
人
は
和
歌
山
で
移
植
、

採
取
が
出
来
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が

必
要
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
関

係
三
者
が
力
を
合
わ
せ
て
事
業
を
行
え

た
事
は
、
こ
れ
か
ら
の
和
歌
山
に
は
大

き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。
講
演
会
の

後
、
説
明
員
の
研
修
会
を
開
き
「
ひ
こ

ば
え
」
か
ら
3
人
が
参
加
、
こ
れ
か
ら

の
活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
北
山
）

骨
髄
移
植
推
進
県
民
の
集
い
会
場
、
27

〜
29
日
福
井
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
C
O
P
A
、
30
日
同
市
岡
保
小
学

校
・
ふ
る
さ
と
祭
に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
11
、

16
、
5
名
の
方
に
登
録
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
作
品
が
い
ろ
い
ろ
な
人
の

目
に
触
れ
得
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
毎

に
目
標
を
設
け
、
県
と
し
て
主
体
的
に

ド
ナ
ー
登
録
推
進
に
取
り
組
ん
で
来
た

甲
斐
あ
っ
て
、
10
月
の
登
録
者
数
は
過

去
最
高
の
1
0
5
人
、
人
口
割
の
目
標

値
1
8
0
0
人
を
11
月
中
に
達
成
す
る

見
込
み
で
す
。
担
当
の
皆
様
、
い
つ
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

（
池
田
）

●
愛
知

　

11
月
12
日
に
岡
崎
市
立
福
岡
中
学
校

の
文
化
祭
で
『
M
A
M
O
』
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
展
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
展
示
会
で

「
も
っ
と
骨
髄
バ
ン
ク
に
つ
い
て
知
り
た

い
」
と
い
う
感
想
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
感
想
を
み
て
、
骨
髄
バ
ン
ク
に
つ

い
て
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
人
が
い
た

こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
私
た
ち

と
ほ
ぼ
同
じ
の
年
齢
の
守
く
ん
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
選
び
準
備
し
て
い
る
と
き

に
、
一
つ
一
つ
を
読
ん
で
い
る
と
、
闘

病
生
活
で
の
心
の
叫
び
が
伝
わ
っ
て
き

て
、
涙
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今

回
は
、
募
金
活
動
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と

は
何
か
も
う
一
度
考
え
、
こ
れ
か
ら
も

骨
髄
バ
ン
ク
に
つ
い
て
関
わ
っ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 （
太
田
・
星
野
）

●
静
岡

　

10
月
22
、23
日
に
静
岡
市
ツ
ィ
ン
メ
ッ

セ
「
静
岡
元
気
発
見
フ
ェ
ア
'05
」
の
会

場
で
著
名
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

芸
能
人
の
写
真
に
気
づ
い
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
み
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
こ
と

に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
も
い
ま
し

た
。

　

東
さ
ん
や
井
原
さ
ん
な
ど
、メ
ッ
セ
ー

ジ
だ
け
で
な
く
実
際
に
協
力
し
て
く
だ

さ
る
姿
を
見
る
と
、
心
強
く
思
い
ま
す
。

　

患
者
や
団
体
が
訴
え
る
に
は
や
っ
ぱ

り
限
界
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
般
人

だ
と
人
を
惹
き
つ
け
る
だ
け
で
も
大
変

な
こ
と
で
す
が
、
こ
う
し
て
芸
能
人
の

方
々
が
い
ろ
ん
な
形
で
協
力
し
て
く
だ

さ
る
と
、
た
く
さ
ん
の
人
が
興
味
を
持

つ
と
思
い
ま
す
。

　

芸
能
人
や
メ
デ
ィ
ア
の
力
を
借
り
て
、

バ
ン
ク
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

協
力
を
お
願
い
す
る
事
は
、
広
告
す
る

面
で
も
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
面
で
も

ア
ピ
ー
ル
す
る
上
で
と
て
も
大
き
な
効

果
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

（
中
山
）

●
長
崎

　

11
月
1
日
〜
4
日
ま
で
長
崎
市
内
の

イ
リ
ス
長
崎
に
お
い
て
「
い
の
ち
の
輝

き
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
1
日
に
は

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
対
し

て
感
謝
状
を
贈
呈
し
、一
般
開
放
と
な
っ

た
の
で
す
が
、
平
日
や
場
所
的
な
部

分
で
思
う
よ
う
に
来
場
者
が
増
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
皆
さ
ん
熱
心
に
見
て
く
れ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
こ
の
様
な
展
示
を

も
っ
と
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
意
見
も
頂
き
ま
し
た
。
今
後
、
こ

の
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
年
に
1
回

は
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
平
塚
）

　

11
月
19
日
大
阪
府
立
成
人
病
セ
ン

タ
ー
で
「
2
0
0
5
年
大
阪
発
さ
い
帯

血
バ
ン
ク
推
進
全
国
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
全
国
大
会
は
年
次
報

告
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
東

京
以
外
で
は
初
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

来
賓
と
し
て
挨
拶
し
た
全
国
協
議
会

の
陽
田
副
会
長
は
、
造
血
細
胞
移
植
治

療
の
経
済
効
果
を
例
に
あ
げ
、
さ
い
帯

血
バ
ン
ク
の
経
営
的
自
立
が
重
要
で
あ

り
、
そ
の
仕
組
み
づ
く
り
が
急
務
で
あ

る
と
訴
え
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
で
は
野
村
事
業
運
営
委
員

長
が
「
わ
が
国
に
お
け
る
さ
い
帯
血

移
植
と
今
後
の
展
望
」
と
題
し
て
現
在
、

日
本
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
実
施
に
向
け
て
準
備
中
の
施
策
を
中

心
に
12
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
紹
介
し

ま
し
た
。
次
に
甲
斐
俊
郎
事
業
運
営
委

員
が
「
わ
が
国
に
お
け
る
さ
い
帯
血
移

植
の
成
績
」
と
題
し
て
1
9
9
7
年
か

ら
2
0
0
5
年
ま
で
の
症
例
1
8
6
0

例
の
解
析
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
京
阪
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
、

兵
庫
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
、
東
海
さ
い
帯

血
バ
ン
ク
の
3
バ
ン
ク
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

15
周
年
事
業
「
い
の
ち
の
輝
き
展
」

10
月
の
推
進
月
間
に
合
わ
せ
て
各
地
で
開
催

　

10
月
16
日
、「
笑
っ
て
い
い
と
も
」
で

お
な
じ
み
の
新
宿
ア
ル
タ
前
に
て
、
東

京
21
世
紀
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
に

よ
る
『
あ
れ
か
ら
10
年　

も
う
一
度

B
I
G
W
A
V
E
』
と
題
し
た
骨
髄
バ

ン
ク
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
、
献

血
併
行
ド
ナ
ー
登
録
会
、
募
金
活
動
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
新
都
心
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
が
同
じ
場
所
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を

し
て
下
さ
っ
て
か
ら
10
年
。
当
時
同
様
、

待
ち
合
わ
せ
以
外
に
は
立
ち
止
ま
ら
な

い
人
々
を
立
ち
止
ま
ら
せ
よ
う
と
、
今

回
は
歌
手
の
刀
根
麻
理
子
さ
ん
ご
夫
妻

に
も
ご
協
力
頂
き
、
着
ぐ
る
み
隊
、
手

品
、
紙
切
り
、
ラ
イ
ブ
、
な
ぎ
ら
健
壱

さ
ん
の
ト
ー
ク
等
々
多
彩
な
催
し
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
周
辺
で
の

Ｌ
Ｃ
の
皆
さ
ん
、
初
参
加
の
学
生
を
含

め
た
約
20
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
熱
心

な
呼
び
か
け
も
あ
り
、
90
名
の
方
に
登

録
頂
き
ま
し
た
。
ち
な
み
に
献
血
は
42

名
、
献
血
よ
り
ド
ナ
ー
登
録
が
上
回
っ

た
驚
く
べ
き
数
字
で
し
た
。 

（
大
谷
）

　

今
年
も
各
地
で
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

早
速
、
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
か
れ

ま
し
た
の
で
、そ
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

　

北
海
道
協
会
創
立
15
周
年
と
小
樽
骨

髄
バ
ン
ク
推
進
会
の
発
足
を
記
念
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
が
、
11
月
19

日
小
樽
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

38
名
、
北
海
道
庁
・
小
樽
市
職
員
３
名
、

一
般
市
民
参
加
10
名
で
、
51
名
の
受
講

者
と
な
り
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
に
は
、
札
幌
北
楡
病
院
の

笠
井
正
晴
先
生
を
お
招
き
し
て
、
骨
髄

バ
ン
ク
と
白
血
病
治
療
に
つ
い
て
新
し

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
一
般
市
民
に
も
配

慮
し
て
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
患
者
・
患
者
家
族
・
ド
ナ
ー

体
験
者
と
笠
井
先
生
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
、
畠
山
運
営
委
員
長
の

司
会
の
も
と
に
、
笠
井
先
生
の
医
学
的

説
明
を
加
え
な
が
ら
切
実
な
実
体
験
が

語
ら
れ
ま
し
た
。、
ド
ナ
ー
募
集
の
急
迫

し
た
必
要
性
が
、
改
め
て
会
員
の
意
識

に
刻
み
こ
ま
れ
ま
し
た
。 

（
Ｈ
）

新
宿
ア
ル
タ
前
で
骨
髄
バ
ン
ク
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

2006年版「ハローキティ・シールカレンダー」・
「あやちゃんの贈り物カレンダー」ができました。
　毎年好評を得ています「ハローキティシールカレンダー」ですが、今年も一
段と可愛いく出来ました。例年どおり、裏面は骨髄バンクのPRが書かれてい
ます。
　また１年が一目で分かると評判の「あやちゃんの贈り物カレンダー」は掲示
しやすいB3サイズに変更しました。
　お友だちにも紹介して骨髄バンクの応援
をして下さい。

【問い合わせ】
地元の骨髄バンク支援団体・または「特定非営
利活動法人全国骨髄バンク推進連絡協議会」
へ
〒160－0005　東京都新宿区愛住町23-1
　Woody21　9階
TEL03-3356-8217
FAX03-3356-8637
e-mail:office@marrow.or.jp

※カレンダーと一緒に振込用紙を送ります。
（料金後払い）在庫無くなり次第終了。ご注
文はお早めに！

今年も箱根駅伝でがんばります!
　お正月の2日、3日、第82回箱根駅伝において、主催者である
関東学生陸上競技連盟の協力を得て、骨髄バンク普及啓発活動
を行います。
　4年4回目を迎え、すっかり定着化しつつある骨髄バンクPRで
すが、お正月という事もあり、人手不足が悩みの種です。箱根
駅伝の沿道近くにお住いの方が、一度は目前で選手の力走をご
覧になりたい方がいらっしゃいましたら、是非、ご協力のほど
お願いいたします。詳細については協議会事務局までお問い合
わせください。 (大橋)

●
福
井

　

10
月
の
推
進
月
間
に
は
、
県
内
3
会

場
で
県
主
催
に
よ
る
『
い
の
ち
の
輝
き

展
』
が
開
催
さ
れ
、
登
録
受
付
も
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
16
日
敦
賀
市
の
臓
器
・

今月の戯れ言　メンバーが、足りない。～ボランティア急募～【全国狂議会】

　

ブ
ロ
ッ
ク
別
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
始
ま
る

　

2
0
0
5
年
大
阪
発

　

さ
い
帯
血
バ
ン
ク
推
進
全
国
大
会
開
か
れ
る
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　　　   10月22日～11月20日   　　　
㈱タクトコーポレーション 現金 30,000円
㈳川越青年会議所 現金 20,000円
大木由紀子 現金 36,000円
塩森芳枝 切手 6,115円
東京都立保健科学大学保健科学イベント部門
 現金 20,000円
㈱サクラホーム 現金 5,000円
匿名 現金 4,310円
匿名 現金 7,055円
切明 蹊 現金 5,000円
鈴木純子 現金 1,340円
徳田ひろみ 現金 1,620円
栃木県立大田原高等学校 現金 30,000円
社会福祉法人「春風会」 現金 100,000円
吉本哲也 現金 1,000円
愛知県岡崎市立東海中学校 現金 8,100円
水野徳彦 現金 2,000円
加須市立PTA連合会・加須市教育研究会
 現金 25,000円
岡崎市立岩津中学校 現金 13,500円
岡崎市立岩津中学校生徒会 現金 10,450円
東京都立板橋看護専門学校 現金 53,000円
岸田博之 現金 359円
黒田多喜男 現金 10,000円
佐藤栄治 現金     3,750円
劇団海鳴り湧別公演スタッフ 現金 1,000円
寺下智子 切手 640円
美濃加茂あじさいライオンズクラブ
 現金 300,000円
須藤勝巳 現金 7,424円
サイトーヒスチオ 現金 1,000円
鷲宮ライオンズクラブ 現金 10,000円
久喜市立南中学校PTA 現金 10,000円
三瓶和義 現金 2,120円
国際ソロプチミスト尾道 現金 100,000円
明治学院東村山高等学校 現金 30,000円
北浦・君和田・保利・春上・井上・佐藤・
鴨下・山本・松沢・青木・山田・庄司・
正岡・船木 ・今 現金 5,548円
●佐藤きち子患者支援基金
岩佐みね 現金 5,000円
安田玉江 現金 2,000円
切明 蹊 現金 5,000円
髙橋 現金 1,000円
いわき骨髄バンクを支援する会
 現金 300,000円
星万里子 現金 1,000円
●白血病患者支援基金・募金箱
ドラッグストア モリ 現金 3,102円
福寿荘 現金 5,533円
カフェデガロのお客様 現金 4,900円
ファミリーマート池の上駅北口店
 現金 5,256円
㈲スパゴ 現金 1,000円
マックスバリュ一宮店 現金 11,864円
堤建装 現金 16,148円
 （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
た
ち

幟
持
健
人
さ
ん
（
佐
賀
）
の
巻

リ
レ
ー
紹
介

　

支
部
1
9
8
8
年
設
立
以
来
、
年
間

約
1
0
0
日
の
活
動
を
よ
く
も
続
け
て

い
る
。
今
、
登
録
年
齢
の
拡
大
は
活
動

に
明
路
を
つ
け
た
快
挙
で
あ
る
。

　

10
月
９
日
、
佐
賀
大
学
で
学
生
10
名

と
ち
ら
し
配
布
・
登
録
８
名
の
活
動
を

し
た
。
Ｏ
君
は
骨
髄
バ
ン
ク
を
知
ら
な

い
の
で
Ｓ
教
授
に
会
っ
て
学
習
時
間
を

組
み
入
れ
て
、
貴
方
の
生
の
訴
え
で
正

確
な
理
解
を
す
る
案
を
熱
っ
ぽ
く
語
っ

て
く
れ
た
。

　

ま
た
、
市
町
か
ら
10
月
16
日
、
30
日
、

11
月
2
〜
6
日
、
13
日
と
次
々
と
出
向

要
請
が
来
た
。

　

今
か
ら
心
身
の
重
圧
が
あ
る
が
、
悲

病
院
訪
問
コ
ン
サ
ー
ト

福島

●10月の月間ドナー登録者数が初の6,000人台
　10月の月間ドナー登録者数が、「過去最多」だった9月をさらに上
回る6,873人となりました。特徴的なのは、集団登録での登録者数が
日赤の固定窓口での登録者数を上回ったことです。日赤の協力によ
る登録会が数多く開催されたと考えられます。
●移植例数も「過去最多」の月間98例。年内に累計7,000例突破か
　10月の非血縁者間骨髄移植例数が98例となり、過去最多を記録し
ました。年内に累計7,000例の大台に達する勢いで、今年度の年間例
数は900台になりそうです。
●日本骨髄バンクの現状（2005年10月末現在）
 9月 10月 現在数 累計数
ドナー登録者数 4,378 6,873 224,446 286,225
患者登録者数 169 230 3,097 19,360
骨髄移植例数 76 98 － 6,883
20歳未満ドナー 246 407 1,069 －
51歳以上ドナー 191* 321** 954 －
注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
*51歳以上ドナーの延長数　**51歳以上ドナーの新規登録数

骨髄バンクの最新情報をお知らせする
 ─────────────── 骨髄バンクＮＯＷ

　

今
年
も
10
月
21
日
〜
11
月
６
日
の
17

日
間
、
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
東

京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
日
本
自
動
車

工
業
会
の
全
面
協
力
を
得
て
、
献
血
併

行
登
録
会
を
行
い
、
8
5
2
名
の
方

に
登
録
を
頂
き
ま
し
た
。（
入
場
者
数

1
5
1
万
人
）

　

今
回
で
３
回
目
の
登
録
会
と
な
り
ま

す
が
、
今
年
は
井
原
効
果
、
登
録
年
齢

幅
拡
大
効
果
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
の
呼
び
掛
け
や
チ
ラ
シ
配
り
の
効
果
、

そ
し
て
何
よ
り
も
日
赤
さ
ん
の
献
血
受

付
時
の
「
ド
ナ
ー
登
録
を
や
っ
て
い
ま

す
」
の
声
掛
け
協
力
の
効
果
が
大
き
く
、

8
5
2
名
に
繋
が
り
ま
し
た
。
献
血
者

は
、
逆
に
我
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
献
血

中
心
の
呼
び
か
け
を
し
た
成
果
も
あ
り

2
、
8
3
6
名
で
し
た
。
今
回
は
実
に

献
血
者
の
30
％
に
当
た
る
方
々
が
登
録

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

（
梅
田
）

　

サ
ン
ク
ト
・
フ
ロ
ー
リ
ア
ン
の
小
澤

洋
介
氏
、
三
戸
素
子
氏
に
よ
る
病
院
訪

問
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
10
月
18
、
19
日
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
津
若
松
市
の
竹
田
総

合
病
院
内
に
あ
る
ベ
ッ
ド
ス
ク
ー
ル
と
、

県
立
会
津
総
合
病
院
、
そ
し
て
翌
日
は

北
福
島
医
療
セ
ン
タ
ー
の
、
3
ヵ
所
を

回
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

点
滴
を
し
な
が
ら
お
母
さ
ん
と
一
緒

に
聴
き
に
来
た
子
、
気
管
チ
ュ
ー
ブ

の
吸
引
を
す
る
た
め
に
一
時
退
席
し
た

後
、
ま
た
戻
っ
て
き
た
子
、
車
椅
子
の

子
…
…
、
病
院
コ
ン
サ
ー
ト
な
ら
で
は

の
光
景
で
し
た
。

　

通
常
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
違
っ
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
、
曲
に
ま
つ

わ
る
話
を
し
な
が
ら
、
聴
衆
の
年
齢
層

に
合
わ
せ
て
曲
目
を
入
れ
替
え
た
り
、

日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
も
取
り
入
れ

て
、
聴
衆
と
一
体
化
し
た
暖
か
い
コ
ン

サ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。帰
る
間
際
、「
ま

た
来
て
な
〜
」
と
声
が
か
か
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ま
た
、お
願
い
し
ま
す
ね
。（
青
木
）

　

慢
性
骨
髄
性
白
血
病
で
倒
れ
た
樂
友

を
励
ま
し
、
支
援
す
る
た
め
に
始
ま
っ

た
サ
ン
ク
ト
フ
ロ
ー
リ
ア
ン
ピ
ア
ノ
三

重
奏
団
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

も
今
年
で
14
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
回
も
新
宿
モ
ノ
リ
ス
で
の
昼
休
み

コ
ン
サ
ー
ト
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー

ル
で
の
本
コ
ン
サ
ー
ト
と
ダ
ブ
ル
ヘ
ッ

ダ
ー
で
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
戸
素
子
さ
ん
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、
小

澤
洋
介
さ
ん
（
チ
ェ
ロ
）、フ
ィ
リ
ッ
プ
・

ヤ
ン
グ
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
の
ト
リ
オ
は

ま
す
ま
す
円
熟
し
た
響
き
を
聴
か
せ
て

下
さ
り
、
演
奏
が
終
わ
っ
た
と
た
ん
ブ

ラ
ボ
ー
の
声
が
掛
か
り
ま
し
た
。

　

永
ら
く
ピ
ア
ノ
調
律
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
や
っ
て
い
た
だ
い
た
大
和
さ
ん
が

一
昨
年
急
逝
さ
れ
た
後
（
株
）
ピ
ア
ノ

調
律
セ
ン
タ
ー
の
調
律
師
の
皆
様
が
遺

志
を
つ
い
で
支
援
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

に
な
り
、
ピ
ア
ノ
の
譜
め
く
り
は
岸
本

敬
子
さ
ん
が
引
き
受
け
て
下
さ
っ
て
い

ま
す
。

　

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
村
上
順
子
さ

ん
の
司
会
で
、
18
歳
に
な
っ
て
母
の
日

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
ド
ナ
ー
登
録
を
さ
れ
た

徳
田
大
輝
君
と
お
母
さ
ん
、
さ
い
帯
血

移
植
を
受
け
て
元
気
に
小
学
校
に
通
う

　

毎
年
こ
の
時
期
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ネ

ア
ポ
リ
ス
で
開
催
さ
れ
て
い
る
全
米
骨

髄
バ
ン
ク
（
N
M
D
P
）
の
年
次
総
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
11
月
中
旬
に
全
世
界
の

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
者
数
が

1
千
万
人
の
大
台
を
突
破
す
る
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
1
千
万
人
！
途

方
も
な
い
数
字
で
す
が
、
そ
の
う
ち
、

米
国
が
過
半
数
の
6
0
0
万
人
近
く
。

日
本
は
21
万
人
で
す
か
ら
、
国
際
貢
献

度
は
わ
ず
か
５
%
と
い
う
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
世
界
中
の
人
と

シ
ェ
ア
し
た
い
喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
患
者
と
ド

ナ
ー
の
対
面
。
今
年
は
、
二
組
の
ペ
ア

が
登
場
し
、
鳥
肌
が
立
つ
よ
う
な
感
動

の
場
面
を
ダ
ブ
ル
に
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
は
、
二
人
と
も

子
供
で
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
人
。
一

人
は
９
歳
の
女
の
子
、
も
う
一
人
は
13

歳
の
男
の
子
。
こ
の
国
で
は
、
骨
髄
バ

ン
ク
の
登
録
者
数
は
１
万
８
千
人
。
移

植
病
院
も
６
施
設
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

同
行
し
て
い
た
二
人
の
医
者
が
、
ア
メ

リ
カ
人
ド
ナ
ー
に
本
当
に
助
け
て
も

ら
っ
た
、
と
言
っ
て
い
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。
ド
ナ
ー
と
な
っ
た
二
人
の
米

国
人
女
性
も
登
壇
し
て
、
感
激
の
抱

擁
。
９
歳
の
女
の
子
が
感
極
ま
っ
て
泣

き
出
し
、
母
親
と
ド
ナ
ー
さ
ん
に
し
っ

か
り
抱
え
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
２
月

14
日
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
が
誕
生
日

の
シ
ャ
カ
ち
ゃ
ん
と
い
う
こ
の
女
の
子

は
、
素
晴
ら
し
い
贈
り
物
を
も
ら
っ
た

こ
と
を
、
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

日
本
で
対
面
が
実
現
す
る
の
は
、
何

時
の
事
だ
ろ
う
と
、
見
果
て
ぬ
夢
を
想

像
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
や
は
り
全

国
協
議
会
が
主
張
し
、実
現
に
ま
で
も
っ

て
い
か
な
い
と
、
と
あ
ら
た
め
て
痛
感

し
た
次
第
で
す
。 

（
三
田
村
）

二
組
の
ペ
ア
が
感
動
の
対
面　

〜
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
年
次
総
会
〜

そ
の
18

香
寺
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン

 

（
兵
庫
県
姫
路
市
）

　

香
寺
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
さ
ん
は
、
当

セ
ン
タ
ー
が
毎
年
12
月
23
日
に
行
な
っ

て
お
り
ま
す
骨
髄
バ
ン
ク
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
、
も
う
10
数
年
も
ご
協
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

香
寺
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
さ
ん
で
は
、

自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、
土
の
ぬ
く

も
り
を
感
じ
な
が
ら
一
つ
一
つ
大
切
に

手
作
り
で
商
品
を
作
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ハ
ー
ブ
の
持
つ
無
限
の
可
能
性
を
生
活

全
般
に
生
か
す
こ
と
に
よ
り
、
人
間
と

植
物
（
自
然
）
と
の
関
わ
り
を
も
う
一

共に活動する仲間たち

度
考
え
直
し
て
い
た
だ
く
契
機
に
な
れ

ば
と
い
う
思
い
か
ら
、
お
店
に
は
石
鹸
、

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ

イ
ル
な
ど
を
置
か
れ
、
ま
た
レ
ス
ト
ラ

ン
で
は
地
元
の
無
農
薬
野
菜
と
ハ
ー
ブ

を
使
っ
た
創
作
料
理
な
ど
を
さ
れ
て
連

日
お
客
さ
ま
で
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

近
く
ま
で
来
ら
れ
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
是
非
立
ち
寄
っ
て
み
て
下
さ
い
。

 

（
濱
田
）

痛
な
経
験
と
広
き
に
わ
た
っ
て
の
移
植

希
望
者
救
済
の
思
い
に
答
え
て
あ
げ
た

く
て
、
出
来
る
ま
で
活
動
を
継
続
す
る
。

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で

８
５
２
名
が
登
録
！

千葉

14
回
目
の
コ
ン
サ
ー
ト

東京

さ
れ
た
「
24
時
間
テ
レ
ビ
」
の
映
像
が

流
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
映
像
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。
泣
い
て
い
る
人
も
い
ま

し
た
。

　

ビ
デ
オ
上
映
が
終
わ
る
と
、
大
谷
さ

ん
が
自
ら
の
体
験
談
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
穏
や
か
な
口
調
の
中
に
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
、
骨
髄
バ
ン
ク
、
白
血
病
に

つ
い
て
な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
最
後
に
質

疑
応
答
の
時
間
が
あ
り
、
多
く
の
質
問

が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
谷

さ
ん
が
バ
ン
ク
登
録
の
呼
び
か
け
を
し

て
、
講
演
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

青
鳩
祭
で
は
毎
年
、
献
血
と
バ
ン
ク

登
録
も
行
っ
て
い
ま
す
。
講
演
終
了
後

に
は
、
登
録
会
場
に
多
く
の
人
が
来
て

く
れ
、24
名
の
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。（
青

鳩
祭
1
日
目
と
合
わ
せ
る
と
、
計
40
名

の
登
録
で
す
）。

　

参
加
人
数
は
1
0
0
人
く
ら
い
で
し

た
が
、
骨
髄
バ
ン
ク
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
る
場
を
提
供
で
き
た
こ
と
が
非
常

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今
回
の
講
演
会

を
行
っ
た
こ
と
で
も
し
救
わ
れ
る
命
が

あ
る
の
な
ら
、
企
画
し
て
よ
か
っ
た
と

心
か
ら
思
え
る
講
演
会
で
し
た
。

 

（
青
鳩
祭
実
行
委
員　

佐
藤
）

　

今
月
号
よ
り
全
国
を
講
演
で
走
り
回

る
大
谷
会
長
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

青
鳩
祭
で
の
講
演
会
と

ド
ナ
ー
登
録
会 

（
東
京
）

　

10
／
30
に
首
都
大
学
東
京
荒
川
キ
ャ

ン
パ
ス
「
青
鳩
祭
」
で
大
谷
貴
子
氏

の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、

講
演
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
り
、
大
谷
さ
ん
の
お
話
が

聞
き
た
い
と
の
意
見
に
よ
り
実
現
し
た

も
の
で
す
。

　

最
初
に
、
大
谷
さ
ん
が
以
前
ご
出
演

名
川
晃
太
く
ん
の
お
母
さ
ん
が
舞
台
に

立
っ
て
、
ド
ナ
ー
登
録
の
訴
え
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

東
京
の
会
全
体
で
支
え
て
い
る
「
サ

ン
ク
ト
・
フ
ロ
ー
リ
ア
ン
・
ピ
ア
ノ
三

重
奏
の
夕
べ
」、
い
つ
ま
で
も
続
け
た
い

で
す
ね
。 

（
新
田
）

今月のウラ戯れ言　メンバーが、足りない。～職員急募～【骨髄移植推進罪団】


